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自立支援協議会とは？



自立支援協議会とは

「障害者総合支援法」に基づき設置

（協議会の設置） 
第八十九条の三 　地方公共団体は、単独で又は共同して、障害者等への支援の体
制の整備を図るため、関係機関、関係団体並びに障害者等及びその家族並びに障
害者等の福祉、医療、教育又は雇用に関連する職務に従事する者その他の関係者
（以下この条において「関係機関等」という。）により構成される協議会（以下この条に
おいて単に「協議会」という。）を置くように努めなければならない。

２ 　 協議会は、関係機関等が相互の連絡を図ることにより、地域における障害者等
への適切な支援に関する情報及び支援体制に関する課題についての情報を共有
し、関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、地域の実情に応じた体制の整備に
ついて協議を行うものとする。



自立支援協議会とは（要約）

法的な根拠があり、その地域で暮らす障がいのある方の実情に合わ

せて、行政・福祉・医療・教育・当事者・家族・企業などが連携し、協力

していくことで、よりよい生活を営むことができるよう一緒に考えていく





西区地域部会は各
区の地域部会の一
つとして位置づけら
れています。



　自立支援協議会の中の

西区地域部会とは？



西区地域部会について【概要】

全ての西区民が、障がいにかかわらず、
互いに理解し合いながら共生できる
『地域づくり』を行うことを目的とする。

※西区地域部会規約　（目的）第1条より抜粋

目的

地域課題の発掘・課題解決・連携体制構築・支援の質向上・生活実態
の把握・社会資源の開発・障がい福祉施策の普及啓発・理解促進・施
策提言

参加者 西区にある事業所・団体・当事者・教育関係・行政関係

対象

設立 平成22年

障がい児者　児童から高齢者まで年齢や手帳の有無にかかわらず

活動



西区地域部会について【特徴】

・『地域』に焦点をあて、地域連携、共生社会の実現 に力を入れています。

　児童から高齢者の事業所、相談支援事業所、学校、医療機関の方が参加されています。

　『顔の見える、生きたネットワークを作ること』 のきっかけがあります。　

・地域の障がいのある方や事業所の困りごと を相談し合う場があります。

・困りごとについて解決 に向けた取り組みを一緒に考えて行きます。



令和7年度　西区地域部会　【組織図】

西区地域部会

自立支援協議会

事務局 事務局員　：部会長　1名　副部会長　2名　事務局　5名
事務局会議：年6回　偶数月　13:30～15:30

全体会
構成員：30名
開催　：年1回
会場　：西区役所

地域課題の抽出や解
決に向けた、元気の
出る交流会や事業所
説明会の企画運営の
サポートを実施頂く
　　　

専門部会

子ども部会
　

年2回予定

相談支援推進会議

年2～3回予定

元気の出る交流会

事業所説明会

課題の抽出・解決
企画の提案協力

地域課題の報告
活動状況の報告

参加者：どなたでも参加可
開催　：年2回
概要　：全体会で抽出された課題から
　　　　内容を決定し、課題解決に向
　　　　けた取り組みを行う

出展者：西区・手稲区の福祉事業所
参加者：どなたでも参加可
開催　：年1回
概要　：互いの事業所の取り組みを
　　　　知る機会や交流の場　　



令和７年度　西区地域部会の取り組み予定

全体会

元気の出る交流会

事業所説明会

西区専門部会

西区相談支援推進会議
 

西区こども部会

事務局会議

参加者

構成員 年1回
構成員にて、部会運営についての承
認や交流会の企画運営、活動報告、
課題抽出などを行います。

西区全体 年2回 勉強会や意見交換会を構成員（事務
局含む）が企画し実施していきます。

西区全体 年1回
⽀区の地域にある社会資源を知る機会
や⽀援者間が繋がるきっかけを作るた
め、事業所説明会を開催致します。

相談支援
事業所

 

児童福祉 
教育 行政

区内の相談支援事業所職員が集まり
情報交換及び事例検討などをおこな
います。
　

区内のこどもにまつわる福祉サービ
ス事業世の交流や情報交換を図る

事務局 年6回 部会運営や抽出された課題の整理や
解決に向けた施策を検討します。

年2～3回

年2回

活動 開催予定 内容



活動紹介　全体会　

①　全体会　 （部会運営の承認・障がい児者に関わる課題抽出・解決策検討 を行う）

構成員の方に参加頂き、前半では事務局や構成員で検討した運営内容の採決、情報

共有などの場となっています。後半では、西区の課題抽出やその課題解決に向けた具

体的な活動内容などを検討していき、構成員にて役割分担をしながら、部会の運営を

行います。



活動紹介　元気の出る交流会
　

『地域課題の解決に向けた研修会や、顔の見える生きたネットワークづくり』を行いま

す。

地域課題解決のヒントや地域の支援力向上を図る ことで、障がいの有無にかかわら

ず、よりよい生活を営むことができるよう、 共に学んでいけるような会となれるよう運

営をしています。

②　元気の出る交流会　 （研修会やグループワークを企画）



活動紹介　事業所説明会 　

③　事業所説明会

　全体会にて抽出された課題の中で、他のサービスとの連携をする機会や、支援者同

士が繋がる機会が激減していた。という声や、他事業所のことを知る機会がなくなって

しまっていた。という意見がでていました。そこで、⽀区の地域にある社会資源を知る機

会や⽀援者間が繋がるきっかけを作るため、事業所説明会を開催しました。



参加者：委託・指定相談支援事業所など

開催頻度：年2～3回

実施内容：事例検討・他分野と意見交換会　　　　　

活動紹介　西区相談支援推進会議
　

区内の相談支援事業所職員 が集まり、情報交換及び事例検討等を行う

活動紹介　西区子ども部会交流会　

区内の子どもにまつわる福祉サービス事業所 の交流や情報交換などを図る

参加者：児童福祉関係事業所・教育・行政関係など

開催頻度：年2回

実施内容：交流会もしくは勉強会を予定
　　　　　



西区地域部会の取り組みを話し合い、全体会で抽出され

た課題の整理や解決に向けた取り組みを検討します。

２ 事務局について

参加者  ：部会長（1名）・副部会長（２名） ・事務局員（5名）

開催 ：年6回　偶数月　第3木曜　13:30～15：00

開催場所：西区役所内

事務局：西区保健福祉課（行政）・委託相談室・指定相談室・

　　　　児童デイ/放デイ・生活介護/入所・就労継続支援B型

           などの方が参加しています。



西区地域部会への参画について

構成員の役割
（定員３０名）

事務局の役割
（１０名前後）

研修会等に
参加したい

・西区地域部会の運営
・課題整理や解決に向けた取り組みの検討
・研修会でのファシリテーター
・全体会の企画運営、責任者など

・全体会へ参加頂き、議案の採決や地域課題の抽出などを行って頂きま
す。
・元気の出る交流会などの企画運営のサポート
（企画段階から役割を担い、一緒に部会を作っていく役割）

・西区にある障がい児者の福祉サービス事業所の方や団体の方などが参
加できる元気の出る交流会（研修会やグループワーク）や事業所説明会な
ど、イベントや研修会に参加頂くことができます。

札幌市に登録しているアドレスに研修会開催の連絡があります。
個人宛に連絡が必要な方は、最後のページに問い合わせ先があります。

構成員の皆様には役割などをお願いすることがあります。
構成員として、部会に参画されたい方は事務局までご相談下さい。



地域の関係機関とつながるきっかけ作りに…
互いに意見交換や情報交換し学び合う…

共に考え、共に作り、共に学ぶ
西区地域部会へのご参加をお待ちしています。

全ての西区民が、障がいの有無にかかわら
ず、互いに理解し合いながら共生できる
『地域づくり』ができるよう

問合せ先：西区役所保健福祉課　個別支援担当係長　
TEL： 011-641-6945 

MAIL:nishi.kobetsu.shien@city.sapporo.jp


